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私たちの生活実感 

これが若者の声だ！！ 

・これまであまり考えずに生活用品を買っていたが、できる限り

安いものを見定めて買うなど、生活水準を落としている。 

・この 1 年間、貯蓄する余裕はなく貯まった感じは全く無い。む

しろ、今までの生活費のやりくりでは持たないので、生活レベ

ルを下げて安いものを買っている。 

・妻との相談で保険の見直しを行ったりして、少しでも車検や日

用品購入に充てている。 

・ベースアップゼロ、賞与削減。いつまで我慢すればいいの

か！？ 

・あらゆる物価が上昇している。また、これからも上昇は止まら

なさそうで不安。 

・職場でも「どうやってお金を増やすか？」という会話が目立っ

てきている。そうでもしないと生活できない賃金であることが

おかしいと思う。 

私たちの労働実感 

・組織再編や業務の融合などを担い、業務量は増えている。黒字

化のために本来業務以外も数多く担い、普段やらない業務を苦

労しながら進めている。 

・全国旅行支援や 150 周年パスでは、大変多くのお客さまがご

利用された。黒字転換の裏には、そこで苦労している組合員が

いる！そこをしっかり見るべきだ！ 

・経営幹部の不祥事で会社の信用は低下したが、現場ではまじめ

に仕事に取り組み、安全・安定輸送に勤めている。 

・ユニット活動で、昨年度の委員会活動より間違いなく社員の負

担は増えている。企画や副区長がやっていた仕事が一般社員に

押し付けられている。 

・見習いを持っているのに休日勤務が発生して疲れている。体調

を崩さないか心配しながら業務を行っている。 No.7へ続く 


